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はじめに

環境関連共同研究の一部門である「自然環境の生物学的評価」 のなかで， 当館は「維管

束植物による相模川流域の環境評価」を分担したが， これは陸上植物を指標として，相模

川の環境状態を正確にかつ容易に把握できるよっな手法を開発することが目的である。 筆

者はこの調査をフロラの面から分担し， 1979年 4月から3カ年間にわたって，相模川流域

に19カ所の調査地点を設定し，そこに生育する維菅束植物の全ての種類を記録した。本報

はとりあえず第 1報として， 調査期間中に記録できた全穣類のリストとフロラから見た相

模川の特性や調査によって得られた分布， 分類学的知見について発表するものである。本

来の目的である環境評価手法については次報にゆずりたい。

現地調査に当たっては， 当館大場達之氏が植生部門を担当されたので調査には常に同行
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92 高橋 ：維管束植物による相模川流域の環境評価

され，一部の標本については同定をわずらわせた。また標本の閲覧には国立科学博物館金

井弘夫，中池敏之の両氏にお世話になった。

なお現地調査に当たっては， 7カ所の調査区で神奈川県林業試験場中川重年氏と共同で

実施した。あわせてここに深甚なる謝意を表します。

調査区および調査方法

相模川は水源を山中湖に発し，本県に入って相模湖に流入し， 道志川を合わせて津久井

湖になる。城山ダムから下流部に移行して南流し， 厚木付近で丹沢山地の山聞を縫うよう

にして流下してくる中津川を合わせ，湘南砂丘を横断して相模湾に注ぐ。

相模川を河口より城山夕、ム直下までの聞に10カ所， 道志川lに1カ所，中津川に8カ所の

調査区を設定した 〔第1図〕。馬入川の河口から最北端の道志川拍子下までは直線距離で約

30km，垂直的には河口のOmから最高地点は札掛の標高420mである。調査区は氷久コロ

ラードとして継続調査をするために， 流出の恐れのない安定した橋や鉄塔な ど誰もが目安

になり得る場所を選定し， rpijlはほぼ lOOm, 河川敷の左岸を対象とした。 したがって調査

面積は河川のl隔によ って異なっており， 上流の調査区ほど面積は狭くなっている。

フロラの調査は野帳により， 調査区内に生育している全ての種類を列挙することとし，

現地で同定が容易でない種類や分布上興味深い種類については標本を作製し， 研究材料に

用いた。なお各調査区ごとに調査の精疎， 調査の季節が同一でない点など今後に残こされ

た課題もある。

フロラの概要

全調査区で生育が確認された縫管束植物の総数は変種以上のレベルで， 98科532種類（う

ち帰化種は106種類〉であり 〔第 2 表〕， 帰化率は20~ちであ っ た。調査区毎の種類数，科数，

帰化植物数 （従来の概念によるもので史前帰化植物は除外してある〉， 帰化率に ついては

第1表および第2匡｜に示した。

種類数の多少は調査区の面積の大小に関係があることは当然予想されることであり， そ

の結果は種類数の少ない方が札掛や上郷に， 多い方では座架依橋上や昭和橋上な どに現わ

れている。

しかし，科数の多少は調査面積とは無関係で， ほぼ河口から上流へ向かつて増加の傾向

を示している。 これは植物の種類が質的に豊かになってゆく一つの現れてーあり， とくに道

志川の拍子下， 平山橋下，石小屋上流などが顕著である。 これとは逆に帰化率は河口から

上流へ向かつてしだいに下降してゆく傾向が現われている。 この現象は明き らかに上流部

よりは下‘流部の河川敷の方が人為的な影響を強く受けていることを物語っている。

極だって中津川橋と上郷の帰化率の高いのは， この両調査地は相模川と中津川の合流地

点付近にあり，両河川の塵が流下し，集結される場所となるためである。 馬入川河口 も同

様に全水系の塵が集まる場所である。

全調査区に出現した種類はスギナ，ヨモギ，ヒメムカシヨモギ， ツユクサなどのコスモ

ポリタン種と日本及び近隣の東アジアの河原， 原野，111地などの陽地に普通に生えるスス

キで、ある。

相模川や中津川の下流域に一般化している帰化種にはシロザ， ケアリタソウ，マメグン

パイナスナ，ムラサキツメクサ，シロツメクサ， マツヨイグサ属，アレチウリ，ブタクサ
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第1表 相模川水系における縫管束植物相の構成表

Table 1. Composition of the vascular flora on the drainage system of Sagami River. 

Studied area 

1 Banyugawa kako 
馬入川河口

2_ Hirodayushinden 
平太夫新田

~ Kurami 
υー倉見

4_ Tozawabashi-ue 
戸沢橋上

5_ Kamigo 
上郷

6_ Zakaibashi ue 
座架依橋上

?. Showabashi ue 
昭和橋上

B. Takadabashi ue 
高田橋上

9_ Kamioshima 
上大島

Shiroyamadam-shita 
10. 
城山ダム下

Abiko shita 
11. 
胞子下

1ワ Nakatsugawabashi-ue
－中津川橋上

Saidobashi-shita 
13. 
才戸橋下

Shidevama-shita 
14. J 

幣山下

Ozoko bashi-shi ta 
15. 
海底橋下

Hirayamabashi shita 
16. 
平山橋下

Hinatabashi-shita 
17. 
日向橋下

lB. Ishigoya joryu 
石小屋上流

Fudakake 
19. 
札掛

Number Number 
Alt. of of 
〔m) families species 

0 31 86 

5 36 109 

5 32 92 

14. 9 31 118 

20 28 71 

28 42 150 

35 41 i63 

50 32 101 

70 39 112 

100 41 96 

160 60 161 

27. 5 32 101 

43 41 123 

70 49 147 

80 40 116 

90 56 149 

120 47 143 

160 56 127 

420 42 78 

Naturalized species 
一一一一ーァーx100 species 

Number of Natio of 
naturalized naturalized 
species sp巴cies*

24 28 

29 27 

22 24 

32 27 

24 34 

49 33 

45 28 

28 28 

26 23 

17 18 

17 11 

28 28 

32 26 

33 22 

27 23 

27 18 

28 20 

4 3 

9 12 

居J，ヒ ロハホウキギク，センダングサ属， ムカ シヨモギ属，ノボロギク，オオオナモミ，

スズメノ チャヒキj高，シナダレスズメガヤ， オニウシ ノケグサ， ドグムギ属，オオア ワガ

エリなどがあり，ことにキ ク科，イネ科の種類数の多いのが特徴的であった。 マツヨイグ

サ属のメマツ ヨイグサやオオマツ ヨイグサは， 各所に群生地が見られ，出現頻度も高く，

旺盛な繁姫力で分布を拡大している。
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第2図 相模川水系における維管束植物相の統計表

Fig. 2. The statiscal table of the vascular flora on the dramage 

system of Sagami River. 

栽培植物の逸出も著しく， 今回記録できた種類はシダレヤナギ，オオケタデ，オランダ

ガラシ，セ イヨウカラシナ，ウメ，ユズ，ニワウルシ，カキノキ， アサガオ，シソ，ホウ

ズキ，キリ，ツタカラクサ（ツタパウンラン〉，キササゲ，スイカ，ヒマワリ ，オオカナダ

モ， ヒメヒオウギズイセンなどがある。 このなかで多年草や木本は定着しているが，

2年生の草本は消滅してしまうことが多い。 1979年10月20日の台風20号の通過後に河口を

調査したときには，ホテイアオイ，キミガ ヨラ ンなどの漂着が見られたが， いずれも分布

の拡散にl品、たらなかった。

海岸砂丘にハマニンニクが自生状態で見られる所もあるが，

1 . 

これは数年前に,P.Q植したも
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のが逸出し，分布の拡大をはかっているものである。

馬入川河口付近は湘南海岸に一般的に見られるオカヒジキ，マンテマ，テリハノ イバラ，

ハマエンドウ，ハイメドハギ，ハマヒルガオ，ケカモノハシ， ハマニンニク，コウボウシ

バ，コウボウムギ，ハマアオスゲなどの砂丘植物や海岸林を構成するクロマツ， カジイチ

ゴ， トベラなどが生育している。

馬入川河口にはかつて塩沼植生が存在していたかどうかは不明である。神奈川県植物目

録には茅ケ崎にハママツナが記録されているが， 現在は全く見られない。しかし馬入川河

口の茅ケ11有寄りの湾入部には塩沼植生に擬似的な群落が発達している。 イ変占種はコウボウ

シパで，砂丘に生えるものに比べ全体が大形となり， それがシオククグ群落に酷似してい

る。他にアキノミチヤナギ，ウラジロアカザも水際に-Ill落をなしている。この生育環境は

汽水域で，塵が絶えず打ち寄せられるため， 土地は肥沃である。

水生植物は下流域の安定した富栄養の河川に生ずる。 しかしときに洪水による破壊作用

が加えられると一瞬にして消滅してしまい， 回復にはかなりの時間を要する。昭和橋や座

架依橋付近にはオランダガラシ，エビモ，コカナダモなどの大群生地が見られたが， 20号

台風で失われてしまった。調査区のなかでは才戸橋や倉見に， 調査区外では神川橋上部に

発達した水生植物群落が今て”も見られる。

砂礁の河原の指標となるカワラヨモギ，オトコヨモギ，カワラノギク，カワラニガナは，

その下限界は寒川町の神川橋付近（今回の調査区からは除外されている〉であり， この橋

より下流域には砂礁の河原はなく泥の堆積した河原に変わる。 このことは種類組成の上に

も現われ，神川橋を境に下流域は泥質の河原に生える種類で占められ， 上流域は砂際の河

原に生える種類が圧倒的に増加してくる。 フシグロ，カワラサイコ，カワラハハコなどの

河原植物は中津川 と相模川｜の合流地点より上流域に出現する。 カワラヨモギやカワラノギ

クが量的に多くなるのは上郷や中津川橋の調査区から上流であった。 オギとヨシは相模川

の河口から上大島の聞にやや平均的に現われ，ツルヨシは上流域に多い傾向を示す。

河辺林を構成するヤナギ類は 9種類を数えた。 このなかでイヌコリヤナギ，オノエヤナ

ギ，タチヤナギが全調査区にやや普通に分布するが， 多くは低木または亜高木で調査区内

にヤナギ林の発達した所は見られない。

調査区外では， 相模原市の下溝付近で相模川がくの字形に曲折する地点に，タチヤナギ

を中心としたヤナギ林の形成が見られる。

今回の調査で中津川lや相模川！の低海抜地に山地性植物が下降している興味深い現象が観

察された。 それはシコクハタザオ，オニイタヤ，コオトギリ，オオハアサガラ，オニルリ

ソウ，ニシキウツギ，ヤハズハハコ，フジアザミ，ホッスガヤなどで、ある。

道志川l胞子や中津渓谷は両岸が急峻で川幅も狭く， 露出した岩場には渓II伴岩場植生が残

存している。平水位の水際から 2～3mの範囲の岩隙や岩上にはヤシャゼンマイ， ヒメレ

ンゲ，ウチワダイモンジソウ，ヒメウツギ，サツキ，サガミニガナ（新称〉，ホソハコンギ

ク，アオイチコツナギ，ウラハクサ，ナルコスゲなど， 河岸に限定的に結ひ。ついた種類が

見られる。 今回の調査では最も渓畔に特徴的な種類を含む調査区であり， 貴重種も多L、。

しかし残念ながら中津渓谷はダム建設予定地になっているのでいずれ水没してしまうであ

ろっ。
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分布・分類学上の知見

1. シコクハタザオ Arabis serrata var. shikokiana 

イワハタザオ類は大別して，茎の丈が高く，多くは単一で分校せず直立し， 花もやや小

形のイワハタザオ類と茎は叢生， 丈が低くやや糾上し， 花は大形となるフジハタザオ類に

分類できる。前者は比較的変異の少ない分類群で，主として本州中部以北の広葉草原に生

えるのに対し，後者は形態、的に軽微な差ではあるが地域的に変異を見せ， 関東中部地方で

は赤石山脈， 飛騨山脈，関東北部のハイマツ帯にウメハタザオ， 富士山にフジハタザオ，

関東地方以西の低山地にシコクハタザオが分布している。

林ら (1961〕は丹沢山地のフロラを調べた際， イワハタザオ類にフジハタザオ Arabis 

serrata var. serrataとイワハタザオ A.serrata var. japonicαをリストに挙げて

し、る。 しかし， 筆者が今まで丹沢山地を調査してきた範囲では未だイワハタザオもフジハ

タザオも見出していない。イワハタザオは亜高山性の種類であり， 丹沢産は誤認と も考え

られるが， フジハタザオは主産地である富士山が近隣にあるので分布の可能性が高いので

丹沢産の個体について調べて見た。

両者の形態、を比較してみると， フジハタザオは茎葉が小形でl隔は狭く， 1／.扇5～IOmm,

重品、鋸歯が2～3対あり， 果実は長さ3.5～6cmでやや太いのに対し，シコクハタザオの

茎葉は大形で幅が広く，幅（0.5一） 1～2mm，低い鋸歯が3～5対あり， 果実は長さ 5～

Scmで細い。

シコクハタザオも陽性の砂際地に生育した極端な形ではアジハタザオに酷似しているが，

茎葉の大きさや鋸l抵果実の特徴で容易に識別できる。丹沢産について検討した結果は，

全てシコクハタザオで，フジハタザオは分布しなし、。

中津渓谷の岩場にはシコグハタザオが生育しているが， そこから流出してきたと思われ

るものを， 日向橋付近で見出した。 陽地に生えたタイ プで草安はフジハタザオに似てい

た。

2. コオトギ ＇） Hy1りericumhakonense Fr. et Sav. 

県内では箱根，丹沢の標高5・600m以上の疎地や岩場に生えるが， 今回の調査では，

才戸橋， 平山橋上，幣山下，中津川橋に下降している個体を見出した。最も下流の記録は

中津川楠で標高27.5mであった。本種はしばしば河川にそって下降する現象が知られ，東

京都玉川に記録がある。

3.サツキ Rhododendron indicum Sweet. 

本州関東西南部以西，九州、｜に分布し，丹沢の自生地は東限に当たる。 水沫のかかるよう

な川岸の安定した岩場に生育し， 特有の植物景観を形成し，ことに花期は見事である。中

津渓谷はサツキ自生地として知られ， 文献上には見られたが， 今回の調査で石小屋より上

流域に多産することを確認した。しかしその全部が宮ケ瀬ダム建設予定地内にある。他に

道志川の胞子下付近でも見たが，個体数は中津渓谷にははるかに及ばなL、。

県内では他に丹沢や箱根などの渓畔lこ点々と分布するものと推定できるが， まだその全

貌は明きらかでなく， 現在行われている植物誌編さん調査の結果を待つより他はない。し

かし， ここ数年にして全滅の可能性が5郎、中津渓谷の自生地については何らかの手だてが

必要であろう。
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4. アメリカネナシカズラ Cuscuta camρes tris Yuncker 

アメリカネナシカズラの日本への帰化を報じた浅井 (1975）は Cuscutaρentagonαの

学名を当てた。筆者 (1974）もこの種の侵入経路，形態，生態，分布や被害状態などにつ

いて発表したが， 最近小原敬 (1981）が指摘したように，日本に帰化しているものを標本

や文献で調べて見ると Cuscutαcamρestrisとよく一致しているので， 本報では上記学

名を当てた。

今回の調査では馬入川河口から昭和橋の調査区で， 広範囲にわたって広がっていること

が確認できた。馬入川河口ではコアカザ，テリハノイバラ，カラスノ エンドウ， ハマヒル

ガオ，へクソカズラ，コセンダンクサ，ヨモギ， ケカモノハシ，ハマニンニク，メヒシパ 3

チガヤ，キンエノコロ，コウボウムギ，コウボウシバ， ツユクサなどを寄主としていた。

寄主の選択的H蓄好｜生はないようで， 伸長した蔓の先端が触れた植物には手当たりしだい巻

きつくよ うであるが， そのなかでもハマヒ ルガオが主体をなしていた。

内陸へ入った昭和橋付近ではカワラヨモギやヨモギを寄主とするものが多く， 他にメド

ハギ，コセンダングサ，オオアレチノギク， カワラノギク，エノコ ログサ，ススキなどに

見られ， 上郷ではマツヨイ グサ，メマツ ヨイグサ，カワラハハコ，メドハギ，マルパヤハ

ズソウなどを寄主としているものが観察された。

巻きっかれた寄主はその部分から先は衰弱し， やがて枯死に至るが，ハマヒ ルガオやテ

リハノイバラ， へクソカズラ，イネ不｜やカヤツ リグサ科などアメリカネナシカズラに対し

て強L、抵抗性をもっ種類は枯死しない。しかし開花は見られない。 花期は長く， 7月上旬

～11月中旬にかけて｜咲き続け， 種子の生産量も多く ，また発芽率も良好であり，毎年同一

場所に発生を見る。

自然植生に対する被害としては， 海岸や河川敷の景観を構成する植物を枯死に追いやり 3

その繁茂した状態はラー メンをぶちまけたようてい，著しく美観をそこなう ことが挙げられ

る。今のところ読菜類や花井矧には被害は及んでいない。

5.ヤマホロシ Solanum jaρonense Nakai 

県内では比較的稀な植物で，林ら (1961）も丹沢山地では幽神を挙げているのみである。

他に三浦半島や箱根に分布の記録はあるが， 個体数は少ない。愛川町の海底橋の上流の安

定した立地にかなり大きな株に成長したものが見られる。 恐らく種子が烏によ って運ばれ

てきたものであろう。

6.アメリカ イヌホ ウズキ Solanum americanum Mill. 

本県では最近になって増え始めた植物で，倉見，座架依橋，i海底橋の湿った所に生えて

いた。イヌホウズキに似ているが， 茎は細く，葉は質が薄く ，浅い切れ込みがある。北ア

メリカ原産。

7. ツタカラクサ（ツタノ4ウンラン〉 Cymbararis muralis Gaertn., Mey. Scherb. 

木県では新記録となる帰化植物で，日向橋下方の堰堤に群生している。 ヨーロッ パ原産

の園芸植物で，観賞f日に栽培していたものが逸出したものと思われる。

8.ニシキウツギ Weigela decora Nakai 

山地の崩壊地，草原，低木林などの陽地に侵入し群生する先駆植物である。筆者 (1976)

は先に県内の Weige；α属の分布状態を調べ，丹沢大山の東部山麓て。はハコネ ウツギとニ

シキウツギが110～120mを境に住み分けていることを報告し， 分布図では県内の平野部や
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丘陵地の大部分はハコネウツギの分布域とした。 しかし，今回の調査で相模川では城山ダ

ム下， 仁十I津川lでは中津川橋付近まで，ハコネウツギの分布域にニシキウツギが河川敷に沿

って下降していることがわかった。 いずれも幼木であり， 最低生育士山は標高27.5mであ

る。

9.カワラ ノギク Aster kantoensis Kitam. 

本種は東京都の多摩川，秋山）11，神奈川県の相模川，中津川，静岡県の狩野）11，安倍川，

栃木県の大谷川，帯川などに分布が知られている。ほかに戸塚区（Nov.8, 1914，久内清

孝一Tl）の標本もあるが，はっきりした産地は不明である。

かつては馬入川河口にもあったらしく，その標本も東大にある。 今回の調査では神川橋

を下限として， それより上流の相模川や中津川の安定した河川敷に若手生していることがわ

かった。しかし年によって個体数の変動があり， 流路の変更に伴なって生育地も更新され

ている。本種の形態的な特徴は明きらかにされているけれども， その生活環は殆んど調べ

られていない。 生活形も一部の図鑑では多年草とするか，原記載をはじめ記述の全く見ら

れない文献が多く，今回の調査で始めて越年草であることがわかった。

カワラノギクは茎は高さ 20～80cm，上部で3～8個の校を（高さ20～40cmの位置で〉

分校し， 10～11月に開花結実する。成熟した果実は直ちに飛散してしまうものもあるが，

多くは花茎上に着生したまま越冬し，徐々に飛散し，春先には全 く見られなくなる。飛散

した種子は9～10月に発芽し，ロゼットて、越冬する。 1月中旬の調査では， オオアレチノ

ギク， カワラヨモギ，メマツヨイグサなどとともにロゼット葉で越冬している個体が多数

観察された。 花は通常淡紫色であるが，しばしば完全なアルビノもあり，葉は幅が通常1

～3.5mmで、あるが，lcm 内外に達する個体も観察された。

10. ホソパコンギク Aster ageratoides Turcz. var. angustif olius Ki tam. 

ノコンギクの狭葉型で葉はひ針形， l隔は 1～1.5cmあり，渓II咋水際の岩場に生える。本

州（主に長野県南部，静岡県以西〉，四匡l，九州に分布が知られ，関東地方には記録が少な

し茨城県竜神峡， 武蔵 （TNS178483，詳細な産地は不明〉の標本が見られるのみで，ま

だ詳細な分布は明きらかでなく， 本県にも記録はなかった。 今回中津渓谷と道志川に群生

地を見出した。日向橋付近に見られたものは流出してきた個体である。 この地の個体群は

茎の下方の葉で幅1～1.5cm，上部では 0.5mm内外， 鋭鋸歯があり ，花もノコンギクに

比べ小さ く， 白色である。

11.サガミニガナ （新称〉 Ixeris sp. 

ニガナ類は路傍， 原野，耕作地，湿原なといたるところに生育し， 変異の多いグループ

である。本県にはニガナと花弁の数が多いハナニガナの記録があり， 前者は平野部から山

地にかけてごく普通であり，後者は丹沢山地に分布する。

今回中津渓谷と道志川て・lj¥.際の＊沫のかかるような岩場に生える， 丈の低いニガナの一

種を見出したが， これはニガナやハナニガナとは外見からも明きらかに異なる分類群であ

った。 この渓谷はサツキ自生地であり，ホソパコンギク，アオイチコツナギ，ヤシャゼン

マイなど渓畔に特有の植物が多い所である。本報では和名をサガミニガナと新称し，別の

機会に学名を正式に発表したいと考えている。その主な特徴を記すと次のようである。

花茎は下方で多数分校し，高さ 15～30cm, 根葉は倒ひ針形，殆んど全縁で鋭頭，長さ

6～13cm, r陥6～12mm，基部はしだいに狭まって長柄となる。 まれに 1対くらいの牙歯
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があるか，または3深裂する。茎葉は線形または上自I）でr／席が広くな り， 尾状鋭尖頭，長さ

2～9cm，幅7～12mm, ~菱自信付近に牙歯があ る。総在内片は長さ 6mm内外， 小花は 5

～7個，果実は長さ3～3.2mmで嚇は短かい。近似のニガナも直ぐ近くの原野や河原の

縁に見られるが，この方は果実は長さが4～4.5mmあり，低は高い。 また渓II伴に生える

ものに紀伊半島北山峡にドロニガナが知られるが， これは1鈎がなく ，果実は長さ 2.5mm

内外で小さい。 筆者 （1975）は先に新潟県三西川流域のフロラを調査した際に標高200～

300 mの渓畔岩場に生えるニガナの一種をシロバナクモマニガナと同定したが，今後に別

の分類群として検討の余地があることを示唆した。 三面川の渓畔に生えるものは果実は長

さ4mm内外あって，これとも異なる分類群である。

12. フジアザミ Cirsiumρurρuratum Matsum. 

本種は中部および関東地方に分布し， 火山裸地や河川の流水によって破壊作用を受ける

場所へ最初に侵入する先駆植物である。 本県では箱根には分布は少ないが，丹沢山地では

関東大震災 (1923）の際に起こ った崩壊地や二次的崩壊地にヤマホタルプクロやノtライチ

ゴなどとともに各所に群生地が見られる。垂直的にはほぼ400m以上に生えるが，今回の

調査では中津川の幣山下，平山橋付近の標高70～90mまで下降しているものが見られた。

L、ずれも初期の段階で， 今後の継続観察によ って拡散状況を調べたいと思っている。

13. リュウノヒゲモ Potamogetonρectinatus L. 

流水中や池沼に生える沈水植物で，種子が鳥によって運ばれる可能性が高L、。木県には

まだ記録がなかったが， 今回の調査中に馬入川河口で見出した。 なお最近座間市でも詳＆訪’

哲夫氏によって採集されている。

14. ホッスガヤ Calamagrostisρseudo-phragmites Koelor 

河原植物の代表種であるホッスガヤは， 箱根に記録があり，丹沢にはない。 5年ほど前

にできた三保ダムの道路の法面に帰化的に生育している所がある（中川重年氏談〉。今回の

調査では中津川の平山橋（標高90m）と日向精付近（標高120m〕で小群滞を発見したが，

珍らしい存在である。

15. アオイチゴツナギ Poa viridula Palib 

本種は本州、｜（伊吹山以；｜じ〉，北海道ブナ帯から シラピソ帯に多く生え， 関東南部には未記

録であった。今回の調査中， 道志川の胞子下にサガミニガナ，ネコヤナギ，ホソパコンギ

クなどに混じって生えているイチゴツナギに似た一種を採集し， 同定の結果本極であるこ

とがわかった。標高160m足らずの低海抜地に遺存的に分布することは興味深L、。

16. メリケンガヤツリ Cyρerus eragrostis Lam. 

数少ないカヤツリグサ科の帰化植物で北アメリカ原産。相模川には3' 4年前から急速

に増え始め，今では一普通の雑草になりつつある。 茎は強壮で深く根を下しているため3 引

き抜く ことは容易でなく，湿った所に生育空間を獲得している。 大量の種子を生産し，流

水によって分布の拡散を計っている。

Summary 

In a joint research on the comprehensive theme of “Biological Evluation of 

Natural Environment'', the author took charge of its subordinate theme mentioned 
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in the heading of this paper. This research was designed to develop an accurate 

and easy method for grasping the environmental conditions of the drainage 

system of Sagami River, using terrestrial plants as indicators. 

To examine the state of flora, the fundamental facts for the research, 19 

studied area were established in the basins of the Sagami River and of the 

Nakatsu River, which is a branch of the former (Fig. 1.). All the vascular 

plants in the studied area were recorded for about three years starting from 

April, 1979. The results obtained are showns in Table 1 and Fig. 2. The total 

number of the families was 98, and that of the species was 532 including 106 

naturalized species (about 20%). 

The characteristics of the flora of the basin, and the distribution and the 

taxonomy of the plants examined are as follows. The list of all the species and 

the distribution points are shown in the Table 2. 

1. The following cosmopolitan species appeared in all the studied area : 

Equisetu1仰 αrvense, Artemisia ρrinceρs, Erigeron canadensis, Commelina 

com mums. 

2. A number of naturalized species settled in the river beaches belonged to 

the following families: Onagraceae, Cyρeraceae, Gramineae, Comρositae. A 

number of escap巴dagricultural species, also settles there. 

3. A community similar to that of salt marsh vegetation was observed in the 

estuary of the Banyu River, th巴 estuarinepart of the Sagami River. The 

constiuents of the population were Carexρumila, Po'ygonumρolyneuron and 

ChenoPodium glaucum. 

4. The indicators of gravelly river beach such as Artemisia caρiliaris, A. 

jαρonica, Ixeris tamagawaensis and Aster kantoensis were found in the river 

beaches above Kamikawa-bashi in Samukawa-cho. 

5. Mountainous plants such as Arabis serrata var. shikokiana, Hy1うericum

hakonense，防＇eigeladecora, Cirsiumρurpuアatumand Caγamagrostisρseudo-
ρhragmites were found to have descended to the lower basins of the Nakatsu River 

and of the Sagami River at 30-160m above sea level. 

6. Species which solely grows on river banks were found on the valley watersides 

of the Nakatsu River and the Dδshi River, which is a tributary of the former. 

Rhododendron indicum, Paa 1;iridula, Hakonechloa macra and Osmunda Zan-

cea represented those species. One of them was presumed to be a new variety 

of Ixeris dentata. 
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第 2表 維管束縞物目録

Table 2. A list of the vascular plants ＋は出現した地点 2ド帰化種 Naturaliz巴dsp巴ceis

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1112 1314 1516 1718 19 

出 現 植＼＼吻＼ ＼＼調＼ 査 地区
馬平倉戸上座目白高上城自包中才幣海 平 白石ホL
入太 沢 架和田 山 津戸 山底 山向小

河事中喬 依橋橋大ダ子川 橋空橋 ム 橋橋 橋

口回見上郷 上上上 島下下上上下橋上下流掛

PTERIDOPHYTA シダ植物

Equisetaceae トクサ不｜

Equisetum arvense L. スギナ ＋ト＋＋＋＋ ＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋ ＋＋＋
Equisetum ramosissimum Desf. var. ja1うonicum

＋・・・・ ＋＋ ・・・－・・・・・Milde. イヌドクサ

Selaginel laceae イワヒパ平ヰ

Selaginella involvens Spring カタヒパ ・・・・・・ ・・ ・・＋・－ ・・・・・

Selaginella tamariscina Spring イワヒノ： ・・・・・・・・・ ＋・・・・・・＋・

Osmundaceae ゼンマイ科

Osmanda lancea Thunb. ヤシャゼンマイ ・・・・ ・・ ・・・・ ＋・・・・・・ ＋・
Osmanda lancea Thunb. var. latijうinnula

－・・・ ・・ ・・・ ・・・・・・・ ・＋Tagawa. オオノfヤシ ャゼンマイ

Pteridaceaeイノモ トソウ不｜

Adiantum monochlamys Eat. ハコネシダ ・・・ ・・・・・・・ ＋・・・・・・＋・

Adiantum Pedatum L. クジャクシダ ・・・・・・・・・・ ＋・．．．．．．．

Dennstaedtia hirsuta Mett. イヌシダ ・・・・・・・ ・・ 十・・・・・・＋・

Aspidiaceae オシダ科

Athyriun包 niponicu1刊 H:ince. イヌワラビ ・・・・・・・十・ ・・・・・ ＋・

Cyrtomium fortunei J. Smith.ヤブソテツ ・＋・・・・・・ ＋

Dryopteris lacera 0. Kuntze. クマワラビ ・・・・・・・・・・＋・・・・・・ ＋・

Dryopteris saxifraga H. Ito. イワイタチシダ ・・・・・・・・・ ＋＋・・ ・・・・ 十
Las tr’ea oligojうhlebiaCopel. var. elegans 

－・・・・・・・ ・・ ＋・．．．．．Tagawa. ヒメワラ ビ

Lunathyrium japonicum Kurata シケシダ －・・・・・・・・・十・・・・・・ ＋

Ph egoρteris decursiveρinnata Fee.ゲジケジシダ －・・・・・・ ・・・ 十・ －・・・・ ＋・

Woodsiaρolystichoides Eat.イワデシダ ・・・・・・・・・・ ＋・．．．．．．．

Aspleniaceae チャセンシダ科

Asp!enium varians Wall. イワ トラノオ ．．．．．．．．．．・・・・・・・＋・

Polypodiaceae ウラボシ科

Colysis hastatus Copel ミツデウ ラボシ ・・・・・・・・・・ ＋・・ ・・・ ・＋・

SPERMATOPHYTA 種子植物

GYMNOSPERMAE 裸子植物

Pinaceae マツ干ヰ
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調 査地区

出現組物

Abies firma Sieb. it Zucc.モミ

Pinus densiflora Sieb. et Zucc. アカマツ

Pinus thunbergii Parlat. クロマツ

Taxodiaceae スギ干ヰ

Cryptomeria ja戸onicaD. Don. スギ

Cupressaceae ヒノキ科

－＋ 

－＋・

＋ － 

・・・・・・・・・・十・ ・十

Chai刊aecyparisobtusa Sieb.巴tZucc. ヒノキ ｜・・・・・・・・・・ ＋ ・・・・・・＋ 十

ANGIOSPERMAE 被子植物

DICOTYLEDONEAE 双子葉植物

(ARCHICHLAMYDEAE古生花被植物〕

Saururaceae ドクダミ科

Houttuynia cordata Thunb. ドクダミ

Salicaceae ヤナギ科

Salix babylomica L. シタゃレヤナギ

Salix bakko Kimura ノくツコヤナギ

Salix gilgiana Seem. ナガパカワヤナギ

Salix gracilistyla Miq. ネコヤナギ

Salix integra Thunb. イヌコリ ヤナギ

Salix jaρonica Thunb. シバヤナギ

－＋・

－＋・十＋・

－＋・ ・・・＋＋

－＋・・・・ ・・＋・

－・＋・・＋＋ト・＋十・＋・．

－＋ 十十＋＋ ＋＋＋十＋十＋＋＋＋＋・

－・・・・・・・・ 十 ・・・・・・＋＋

Salix subfragilis Anders. タチヤナギ ｜・・ ＋十・＋ ・＋ ・・・＋＋＋・＋＋・－

Salix udensis Trautv. et Mey. オノエヤナギ ｜・・＋ 十・＋＋ ＋・・ ＋＋＋ ＋＋＋・・・

Juglandaceae クルミ科

]ugla勿Sailanthifolia Carr. オニグノレミ

Betulaceae カバノキ科

Alnus firma Sieb.巴tZucc. ヤシャブシ

Al抑制 hirsutaTurcz. ケヤマハンノキ

Alnus hirsuta Turcz. var. sibirica C. K. Schn. 
ヤマハンノキ

Carpinus jaρonica BI. クマシデ

Caγpi叫uslaxifloγαBI. アカシデ

Carpinus tschonoskii Maxim. イヌシデ

Fagaceae ブナ干ヰ

－＋・十・ ＋ ・ ・・＋十＋・十・・

十 ・・・・・・＋・

－＋・＋・

－＋・・＋ ＋ ・＋・・

・・ ＋ ・ －＋＋＋ 

・・＋・ －＋・

・十・・＋・・・・＋
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＼＼＼＼  

調査 地区

出 現植物

Quercus glauca Thunb. アラカシ

Quercus mongolica Fisch. var. grosseserrata 
Rehd. et Wils. ミズナラ

Quercus salicina Bl. ウラジロガシ

Quercus serrata Thunb. コナラ

Ulmaceae ニレ科

Aphananthe aspera Planch. ムクノキ

Celtis sinen.,is Pers. var. jaJうonicaNakai 
エノキ

Zelkova serrata Makino. ケヤキ

Moraceae クワ科

Broussonetia kazinoki Sieb. コウゾ

－＋・

－＋・

・・・・・・・・・ ＋ ・．

－＋ ・・・

－＋ ・

・＋・

＋十十 ＋＋ ・＋ ＋十＋ ＋ ・十 十＋・＋・

－＋・ ・十十・・＋・ 十 ・

・・・・・・・・・ ＋ ・．

Humulus jaρonicus Sieb. et Zucc.カナムグラ ｜・＋＋ ＋・＋＋＋＋十＋＋十・＋十＋＋・

Morus bombycis Koidz. ヤマグワ ｜・・＋・・＋＋・ ＋ ・・・＋＋・＋ ＋＋＋

Urticaceae イラクサ科

Boehmeria nipponnivea Koidz. カラムシ

Baehmeria niPJりonniveaKoidz. var. concolar 
Ohwi アオカラムシ

Boehmeria p!atanifolia Fr. et Sav.メヤプマオ

Boehmeria SJうicataThunb. コアカソ

Laportea bulbifera Wedd.ムカゴイラクサ

Pilea hamaoi Makino ミズ

Urtica thunbergiana Sieb. et Zucc. イラクサ

Santalaceae ビャクダン科

Thesium chinensis Turcz. カナピキソウ

Polygonaceae タデ科

Polygonum aviculare L. ミチヤナギ

＋ ・・・＋・・ ＋＋・ ・・ ＋ ・＋＋・ ・

・＋・－ ＋ ・

－・・・・＋・

－＋・＋ ＋十＋ ・＋＋

・＋

・＋

－＋ ・・・・

－＋・＋・・＋・＋・

－＋・ －＋・・・

Polygonum cusJうidatumSieb. et Zucc. イタドリ ｜・＋・＋＋＋＋＋＋＋＋＋・＋＋＋＋＋・

Polygonumβliforme Thunb. ミズヒキ

Polygonum hydropi戸erL. ヤナギタデ

Polygonum lapathifolium L. オオイヌタデ

・・・・・・・・＋・・・・ ＋ ・＋ ＋

＋＋・＋＋・・・・＋＋＋＋

・十＋ ・＋＋＋＋＋ ＋＋・＋＋ ・＋＋＋・

Polygonum longisetum Du. Bruyn. イヌタデ ｜・＋＋ ・・ ＋＋ ・・・・・十・・ ＋・

Polygonum neρ•alense Meisn. タニソノ4 －＋・・・ －＋ 

Polygonurn orientate L. オオケタデ ・・・・十・・・
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1112 131415 161171819 

調査地区 馬平倉戸上座昭高上城飽中 才幣海平 日石キL
入太 J尺 架依橋 i僑千円H 回

Jlr 津
戸 山底山

向小

出現 植 物 河宗 橋 橋
大ダ子川

橋宅L、 橋橋 橋

口田見上知F上上上烏下下上上下情上下流掛

PoかgonumρerfoliatumL. イシミ カワ ・・・・・・・＋・・．．．．．．．．．

Polygonum Polyneuron Fr.巴tSav. アキ ノミチ
＋－－－－－－－－－．．．．．．．．． 

ヤナギ

Polygonum scabrum Moench サナエタデ ・・・・・・ ＋＋＋＋＋ ＋ ・－・・・・

Poかgonumsenticosuin Fr. et Sav. 7 ＇コ ノシ
＋＋＋ ＋ ・＋・・＋ ＋＋＋ ・十 ・＋＋・＋

リヌグイ

Poかgonumsiboldii Meisn.アキ ノウナギツカミ ・・＋・・・・・十・＋＋＋十＋＋＋・＋

Poかgonumthunbergii Sieb. et Zucc. ミゾソハ ・・＋・・＋＋・＋ 十＋十＋・＋＋＋・＋

Poかgonuinyokusaianum Nakai. ハナタデ ．．．．．．．．．．・・・＋・・・・・

Rumex acetasa L. スイ ノ〈 ・＋＋＋・＋・・＋・・・＋・・・・・・

Rumex acetosella L. ヒメスイノく弓 ・・・ 十 ・・＋＋・・．．．．．．．．

Rumex conglomeratus Murr. アレチギシギシヰ ＋＋・・・＋＋＋＋・・・＋・＋・・・

Rumex crisjうusL. ナガハギシギシ当 ＋・・・・＋・十・ ＋＋十＋十＋＋・．．

Rumex jaρonicus Routt. ギシギシ ＋＋・・・＋＋・・＋・－＋・・＋・・・

Rumex obtusifolius L. エゾノ ギシギシ当 ・・・ ＋ ・＋・・＋・－＋＋・＋・＋・

Chenopodiaceae アカザ科

Chenopodium album L. シロザ斗 ＋＋＋＋＋＋・＋＋・＋・＋＋＋＋十・

Chenopodiz日nalbum L. var. ce托tγoγubγum
．．．．．．．．．．・・・・・＋・・・Makino アカザ＊

Chenopodium ambrosioides L. ケアリタソウ＊ ＋＋十十＋＋＋＋十＋・十十・＋＋・・＋

Chenoρodium ficifolium Smith コアカザt ＋－ －－－ －－ － －－ ・十＋・

Cheno戸odiumglaucum L. ウラジ ロアカザ＊ ＋－ 

Cheno戸odiumvirgatum Thunb. カワラアカザ 十 ・・・・・・＋・・・・・・・・＋

Salsola komarovii Iljln. オカヒジキ ＋－－－－－－－－－－．．．．．．．． 

Amar an thaceae ヒユ苧｜

Achyranthes bidentata BI. ヒナタ イノコズチ ・十 ・4 ・・・・＋・＋＋＋＋＋＋＋・．

Amaranthus lividus L. イヌビユキ ．．．．．．．．．．・・・＋・・・・・

Amaranthus patulus Bert. ホソアオゲイ 卜ウ司 ・・＋＋ ＋ ・・・・・・・＋・・・・・

Phytolaccaceae ヤマコ’ボウ手ヰ

Phytolacιu americana L. ヨウシュヤマゴボウホ ・・・・・・・・・・十・．．．．．．．

Molluginaceae ザクロソウ科

Mollugo pentaPhylla L. ザクロソウ ・・＋・・・＋・・・．．．．．．．．．

Portulacaceae スベリヒユ午ヰ

Portulaca grandiflora Hook. マツノ〈ボタン！ ・・・・＋・・・・・．．．．．．．．．



106 高橋 ：紘管束植物による相模川流域の環境評価

調査 地 区

出 現植物

Portulaca o/eracea L. スベリヒユ

Caryophyllaceae ナデシコ科

Arenaria serpyrifolia L. ノミノツヅリ

Cerastium glomeratunz Thuill. オランダミ ミ
ナグサ埼
Cerastium holosteoides Fries. var. 
hallaisanense Mizushima ミミナグサ
Dianthus suρerbus L. var. longicalycinus 
1九Tilliams カワラナテ’シコ

Lychnis miqueliana Rohrb. フシグロセンノウ

Melandryum firmum Rohrb. フシグロ

Sagina jaρonica Ohwi ツメクサ

Silene an刊eriaL. ムシトリナデシコ本

・・＋＋＋・・・・・・・ ＋＋・

－＋ ・＋＋＋＋・・＋・＋＋十＋・

・十 ・＋ ・・ ＋ ・＋＋・・・・＋・＋・

－＋・・＋・＋・＋＋＋＋＋・．．

十 ・

－＋・・

－＋・＋・・・ ＋＋ ・＋・

＋・

－＋ ＋ ・＋＋＋・

Silen1!. ga,Zlica L. var. qui叫 uevulneraRohrb. I＋・
マンアマキ
Stellaria alsine Grimm. var. undulata Ohwi 
ノミノフスマ

Stellaria aquatica Scop. ウシハコベ

Stellaria media Villars. コハコベ坤

Eupteleaceae フサザクラ科

・十・＋＋＋＋・・・＋ ＋＋＋十 ・＋ ・

・十 十十 ・＋＋ ＋＋＋＋・－＋十＋ ＋ ・・

－・・・・ ＋＋ ・＋ ・＋十 十＋十＋・＋

仰 t仰向lyandraSieb. et Z附 フサザク ラ ｜．．・・・・・・・・ ＋ ・十 ＋十＋＋＋＋

Ranunculaceae キンポウケ干ヰ

Clematis aJりiifoliaDC. ボタンズノレ －＋＋＋ 十＋ ＋十＋ ＋＋

Clematis stans Sieb. et Zucc. クサホ．タン ｜・・・・・・・・・・十・・十・・＋－－

Clematis terniflora DC. var. robu山 TamuraI＋・・・ ＋ ・・・・・・・・・・・・ ＋ ・
センニンソ ウ ｜ 

Ranunculus cantoniensis DC.ケキツネノボタン 1..・＋－

Ranunculus quel1りaertensisNakai var. glaber 
Hara キツネノボタン

Ranunculus sceleratus L. タガラシ －＋ ・

Lardizabalaceae アケビ科

－＋・ ＋・

－＋・・十

Akebia quinata Decne. アケビ －＋ ・・＋＋・・・・＋・＋＋・

Akebia trioliata Koidz. ミツノ〈アケビ

Ber beridaceae メギ科

Besberis thunbergii DC. メギ

Menispermaceae ツヅラフジ科

－＋・ ＋＋＋＋ ・

－＋・

Cocculus trilobus DC.アオツヅラフジ（カミ工ビ〕 ｜十・・・＋・ ＋＋ ＋＋・・・・・・・＋－

Lauraceae クスノキ科
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調査地区
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出現植物

Lindera obtu幻＇.lobaBl. ダンコウノ〈イ

Lindera umbellata Thunb. クロモジ

Neolitsea sericea Koidz. シロダモ

Parabenzoin 1うraecoxNakai アブラチャン

Papa veraceae ケシ科

Corydais incisa P巴rs. ムラサキケマン

Corydalis JうallidaPers. var. tenuis Yatab巴
ミヤマキケマン

Macleaya cordata R. Br. タケニクサ

Cruciferae アブラナ手ヰ

Arabis nipponica H. Boiss. ヤマハタザオ

Arabis serrata Fr. et Sav. var. sikokiana 
Ohwi シコ クハタザオ

Barbarea vulgaris R. Br.ハルザキヤマガラ シ。l・

Brassica juncea CzERN. セイヨウカラシナ＊

CaJうsellabursa-pastoris Medik. ナズナ

Cardamine flexuosa With. タネツケノくナ

－＋・ －＋・

・・＋

・十・

・十・

－＋・

・・＋・・・＋・十・＋

－＋・ ・十＋＋・＋十＋＋・＋

・・＋・＋・・・・＋・

－＋・

－＋・

・十・

－＋・・・

・十・十・＋＋・・＋＋十＋十・・＋・

Lepidium vir’gi叩icumL. マメグンパイナスナド ｜＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋・＋＋・・・＋・

lぬsturtiumoffici仰 leR. Br. オランダガラシ司

Raphanus sativus L. var. hortensis Backer. 
ダイコン

Rori／う•Pa indica Hiern. イヌガラシ

Rorippa islandica Borbas スカシタゴボウ

Crassulaceae ベンケイソウ科

Sedum buibiferum Makino.コモチマンネングサ｜・＋・＋・

Sedum lineore Thunb. オノマンネングサ

Sedum makiηoi Maxim. マルハマンネングサ

Sedum subfile Miq. ヒメレンゲ

Saxifragaceae ユキノシタ不｜

Astilbe microPhylla Knoll チダケサシ

Astilbe thunbergii Miq. アカシ ョウマ

Deutzia crenata Sieb. et Zucc. ウツギ

Deutzia gracilis Sieb. et Zucc. ヒメウツギ

Deutzia scabra Thunb. マノレパウツギ

－＋＋・・・・・＋・・・・＋．

・・・・・・・＋・・・－－－

・・・・・・＋十＋＋・－＋・・＋＋・・

－＋・＋・＋＋・・・・・＋＋・・・・

・十＋＋＋＋＋＋＋＋・

．・・・・十＋＋・＋・

－＋・

－＋・ －＋・

・－－－－－－－－－－－＋

．．．．．．．．．．・・・＋

・・＋＋＋＋＋＋・・＋＋・＋＋＋＋

・・＋・ －＋・

・・・・・・・十十・・・・・・＋
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調査地区

出 現植物
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Hydrangea involucrata Sieb. タマアジサイ

Hydrargea scandens Seringe ガクウツギ

Philade!phus satsu1刊tSieb. パイカウツギ

Saxitraga fortunei Hook.五I.var. 
obtusocuneata Nakai ウチワダイ モンジソウ

Saxifraga stolonぴeraCurtis ユキノシタ

Pi ttosporaceae トベラ科

Pittosporum tobira Ait. トベラ

Rosaceae パラ不｜

Duchesnea chrysantha Miq. ヘビイチゴ

Kerria jaρonica DC. ヤマブキ

－＋・ ・＋＋＋

－＋ ・

－＋ ・ ・・ ＋ ・

－＋ ・ －・ ＋ ・

－＋・・

＋ －－－－－－－－－．．．．．．． 

・・・ ＋ ・・ ＋ ・・＋・．．．．．．．

－・ ・・・＋・＋＋ ＋ ・＋＋ ＋＋＋ ・＋

Potentilla anemonefolia Lehm. オヘビイチゴ ｜・＋＋＋・・＋・・・・・＋・

＋－－－－－－－－－－・・・・Potentilla chinensis Ser. カワラサイコ

Pourthiaea villosa Deen. var. laevis Stapf 
カマツカ

Prunus grayana Maxim. ウワミズサ’クラ

・・・・・・・・・ ＋ ・－・・・・ ＋

－＋・・・

Prunus mume Sieb. et Zucc. ウメ』

Prunus jamasakura Sieb. ex Koidz.ヤマザグ ラ｜・・・・・・・・ 十 ・・・ ＋・・＋ ・・＋

・－－－－－－－－－・・・・・＋・・・

Rosa muttぴloraThunb. ノイノくラ

Rosa luciae Fr. et Rochebr.ヤマテリハノイバラ｜ ・・・・・・・・・ ＋十＋ ・＋・＋・＋＋

＋＋ ＋・・ ＋＋＋＋＋＋＋＋＋ ・＋＋＋・

Rosa wichuraiana Crep. テリ ハノイノ〈ラ

Rubus crataegifolius Bung巴． クマイチゴ

Rubus illecebrosus Focke ノ4ライチコ

Rub usρarvグoliusL. ナワシロイチゴ

＋ ・・・＋ ＋＋＋＋ ・＋＋ ＋＋＋＋ ・＋・

＋・・・＋＋＋＋＋・＋＋＋・－＋・＋・

－・・ ・・・・・・ ＋ ・・・・・・・ ＋

・＋＋＋ ・－ ＋ ・・・・・ ＋・ ・．．．．

Rubus Phoenicolasius Maxim. エピガライチゴ｜ ・・・．．．．．．．．．． ．．・＋ ・・

＋－－－－－－－－－．．．．．．．．． Rub us tパfidusThunb. カジイチゴ

Stephanandra incisa Zabel コゴメウツギ ・・・・・・ ・・・＋・・・・・ ＋＋＋＋

Stephanandra tanakae Fr. et Sav. カナウツギ｜・・・・・・・・・・ ＋ ・・・・・・ ＋－

Leguminosae マメ干ヰ

Albizza julibrissin Durazz. ネムノキ ・・ ＋＋ ・＋ ・＋＋ ・十＋＋＋ ・

Astragalus sinicus L. ゲンケサ ｜・・・・・・・・・ ＋ ・・－－－－－－－

Amρhicarpaea edgeworthii Berth. var. japonica I 
Oliv. ヤブマメ ｜・・＋・・＋・・・＋ ＋＋＋＋ ＋＋＋＋・

Cassia叫omameHonda カワラケツメイ －・・・・十・・・・－＋・・・・・
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調査地区

出現植物

Dunbaria villosa Makino ノアズキ

Gかcinesoja Sieb. et Zucc. ツノレマメ

lndiogoferaρseudo-tinotoria Matsum. コマツ
ナギ
Kummerovia stipulacea Makino マノレパヤノ、
ズソウ

Kummerovia striata Schindl. ヤノ、ズソウ

Lathyrus jaρonicus Willd. ハマエン ドウ

LesPedeza buergeri Miq. キハギ

LesPedeza cuneata G. Don メドハギ

・・・・ ＋ ・・・・・．

－＋＋＋・十・・・・．．

・・・・・・ ＋十十＋ ・－＋・・・＋・

－・＋＋＋ ＋＋＋＋ ・ －＋＋＋・・

・・ ＋ ・・ ＋・ ・・＋・・＋・＋・・

＋＋・・・・・・・・．．．．．．．．．

－・・・・・・・・ ＋ ・－＋ ＋＋＋＋ ・

・＋＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋ ・－＋＋＋＋＋ ＋ ・

Lespedeza c~叩eata G. Don var. serpens Ohwi I＋ ・
ハイメドハキ

－・・・・・・．・．．．．．

Lotus corniculatus L. var. jaρonicus Regel 
ミヤコグサ
Maackza amurensis Rupr. et Maxim. var. 
buergeηC. K. Schn. イヌエンジュ

Medicago lujうulinaL. コメツプウマゴヤシI

Pueraria lobata Ohwi クズ

Rhynchosia volubilis Lour. タンキリマメ

Ropimiaρseudoacacia L. ハリ エンジ ュ（ニセ
アカシアY
Sophora flavescens Ait. グララ

Trifoliumρratense L. ムラサキツメクサB

Trifolium repens L. シロツメクサ斗

＋ ・・ ＋・・＋ ・・・－ ＋・＋ ・・・・・

＋＋・＋・

・・＋・＋・・・・＋・十・

・＋＋・＋・・＋・＋＋・．

・・・・ ＋・

・＋十＋＋・ ・・＋・ ＋・ ・＋

・＋ ・・ ＋ ・・

－＋＋＋・＋＋＋・・＋＋・．．．．

・＋＋＋ ・＋ ＋＋＋・＋十＋＋＋＋＋・＋

Vicia amureηsi.s Oetting. ノハラクサフジ 1・＋・・・・・・＋・・－－

Vたiaangustifolia L. var.時 -etalisKoch カラ｜十＋ ・＋・ ＋＋＋＋ ・＋ ・
スノエンドウ ｜ 

Vicia hirsuta S. F. Gray スズメノエンドウ ｜・・・・・・＋＋＋＋・・

Vicia tetrasperma Schreb. カスマグサ

Vigna angulaγis Ohwi et Ohashi アズキ

Vigna ang_ularis Ohwi et Ohashi var. 
niJう•Ponensis Ohwi et Ohashi ヤブツノレアズキ

Wisteria floribunda DC. フジ

Geraniaceae フウロソウ平ヰ

Geranium carolinianum L. アメリ カフウロ！

Geranium thunbergii Sieb. et Zucc. ゲンノシ
ョウコ

Oxalidaceae カタバミ干ヰ

Oxalis corniculata L. カタバミ

Oxalis corniculata L. form. rnbrifolia Hara 
アカカタバミ

・・・＋・

－＋・・

－＋・

－＋・ ・・＋・・・・＋・＋・

－＋・・・

－＋・ ・・ ＋ ・・十・＋・・＋

－＋＋＋ ・十＋＋ ＋＋・・・十・＋＋・

・・・・・・・十・・
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1112 1314 15116 1718 19 

出 現制＼＼物~ ＼＼調＼、査地区
馬平倉戸上座昭高上城絶中才幣海平 日石キL
入太 沢

依橋架
和田 111 津 p 山r民山向小河高 橋 橋橋
大ダ子川

橋手LA 橋橋 橋

口回見上郷土上上島下下上上下橋」ニ下流掛

Oxalis corniculata L. var trichocaulon Lev. 十・・・・・・・・・．．．．．．．．
ケカタバ ミ

Rutaceae ミカ ン干ヰ

Citrus ju日osSieb. ユズキ ・・・・・＋・・・・．．．．．．．．．

Fagarea mantchurica Honda イヌザンショウ －・・・・・・・・・・・・ ＋・・・・・
Zanthoxylum ailanthoides Sieb. et Zucc. カラ －＋・
スザンショウ

Zanthoxylum piperitum DC. サンショウ ．．．．．．．．．．・・・・・・・ ＋・

Simaroubaceae ニガキ科

Ailanthus altissima Swingle ニワウノレシ！ ・・・・・・ ・・＋・．．．．．．．．．

Picrasma auassioides Benn. ニガキ ．．．．．．．．．．・・・・・・・ ＋・

Euphorbiaceae トウダイグサ科

Acalypha australis L. エノキグサ －＋＋ ・＋・ ＋・・・．．．．．．．．．

Euphorbia maculata L. オオニシキソウヰ －＋・・ ＋＋十・＋・－＋・・・・・

Euρhorbia sujぅinaRafm. コニシキソウホ ・・・・ ＋＋＋ ・・・．．．．．．．．

Mallotus jaρonicus Muell. Arg. アカメガシワ ・・・・十 十＋＋＋＋・＋＋＋＋＋＋・

Anacardiaceae ウノレシ科

Rhus javanica L. ヌノレデ ・・・・・・ ＋十＋十＋＋＋＋十＋＋＋＋

Celastraceae ニシキギ手斗

Celastrus orbiculatus Thunb. ツノレウメ モドキ ＋・・ ＋＋ ＋＋＋＋＋．・・・・＋・十

Euonymus oxyphyllus Miq. ツリ ノ〈ナ ・・・・・・・・・ ・＋・ ．．．．．．

Euonymus sieboldianus Bl. 7 ユ ミ ・・・＋・・・・・・・・・・ ＋・

Aceraceae カエデ科

Acer crataegifolium Sieb. et Zucc.ウリカエデ ＋・・・・・・＋．
Acer mono Maxim. var. ambiguum Rehd. オ －＋・・・＋・・・
ニイタヤ

Acer palmatum Thunb. イロハモミジ ・＋・・・・・＋・＋ ＋
Acerρ＇almatum Thunb. var. amoenum Ohwi 

－・・・・・・・・・＋・－・・・・・
オオモミジ

Balsaminaceae ツ リフネソウ科

Impatiens noli tangere L. キツリ フネ ．．．．．．．． ．．・・ 十・ ・・・・・

Rhamnaceae クロウメモドキ科

Berchemia racemosa Sieb. et Zucc.クマヤナギ －＋・・

Horenia dulcis Thunb. ケンポナシ －＋・

Vitaceae ブドウ干二十



Bull. Kanagawa Pref. Mus. No. 13 March 1982 

調査 地区

出現植物

AmρeloPsis brevipedunculata Trautv. ノブドウ｜ ・・・・・＋＋＋・ ＋＋＋＋＋ ・＋＋ ・＋

Cayratia jaρonica Gagn. ヤブカラシ

Parthenocissus tricuspidata Planch. ツタ

Vitis ficifolia Bung巴 エピヅノレ

Tiliaceae シナノキ科

Coγchoγapsis tomentosa Makino カラスノゴマ

Actinidiaceae マタタビ干ヰ

Actinidia arguta PJanch. サノレナシ

Guttiferae オトギリソウ不卜

Hypericum erectum Thunb. オトギリソウ

Hypericum hakonense Fr. et Sav. コオトギリ

Violaceae スミレ科

Viola grypoceras A. Gray タチツボスミレ

Viola grypoceras A. Gray var. exilis Nakai 
コタチツボスミレ
Viola keiskei Miq. form. okuboi F. Maekawa 
ケマノレパスミレ

Viola ve何cundaA. Gray ツボスミレ

Stachyuraceae キプシ科

Stachyurus戸raecoxSieb. et Zucc. キプシ

Elaeagnaceae グミ科

Elaeagnus umbellata Thunb. アキグミ

Lythraceae ミソハギ科

・＋＋ ・・＋ ＋＋ ・・・・・・・ ＋ ・

十＋ ・＋・

－＋・

・・・ 十 ・・・・・ 十 ・

・＋ ・・・＋・

・・・ ・・・・ ＋ ・

－＋ ・

－＋ ＋ ・＋ ・

・＋ ・・ ＋ ・・ ＋＋ ・＋

－＋ ・・・・・・ ＋

．＋ ・・＋・

・・・ ＋ ・

・＋ ・＋ ・＋ ＋＋＋＋

－＋ ・・・・・・・・．．．

Ammannia coccinea Rottb.ホソノ〈ヒメミソハギ弓｜・・ ＋ ・

Oenotheraceae アカパナ干ヰ

Epilobium ceρhalostigma Hausskn.イワアカパナ

Epilobiu1刊 lり＇yrricholoρhumFr. et. Sav.アカバナ

Ludwigia ψilobioides Maxim. チョウジタデ －＋ ＋ ・

－＋・

－＋ ・

Oenothera biensis L. メマツヨイグサヰ ｜＋＋＋ ＋＋＋＋＋＋・＋＋＋＋＋＋＋・＋

O~nothera 仰 throse仰laBorbas オオマツヨイ｜＋＋ ・・ ＋＋＋＋ ＋・・・・・＋・＋・
クサ

Oenothera laciniata Hill コマツヨイグサ斗

Oenothera stricta Ledeb. マツヨイグサキ

Araliaceae ウコギ科

＋・ ・＋＋＋＋＋ ・十 ・＋＋ ・

・・・・＋＋・・・・・－－－－－－
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調査 地区

出現植物

Aralia cordata Thunb. ウド －・・・・・・ ＋＋＋ ・．

Aralia elata Seemann タラノキ －＋ ・＋ ・＋ ・・ ＋＋＋ ・

Umbelliferae セリ科

Angelica hakonensis Maxim. イワニンジン －＋・ －＋ ・

Cryptotaenia japonica Hassk. ミツノ〈

Hydrocotyle ramiflora Maxim. ヤマチ ドメ（オ
オチドメ〕

Oenanthe javanica DC. セリ

－＋・・・

・・・ ＋ ・

－＋ ・・＋ 十 ・ －＋ ＋ ・

To打：tisjaponica DC. ヤブジラミ －＋＋ ＋・

Cornaceae ミズキ科

Cornus contγoversa Hems!. ミズキ ・・ ＋ ・十 ・・ ＋＋＋ ・＋ ・

Co門iusmacrophylla Wall. クマノミズキ

(MET ACHLAMYDEAE 後生花被植物〉

－＋ ・＋＋＋ ・・ 十＋＋ ・．．

Ericaceae ツツジ科

Rhododendron indicum Sweet サツキ ・・・ ＋ ・・・・・・ ＋ ・

Primulaceae サクラソウ科

Lysimachia acroadenia Maxim. ミヤマタゴボ
ウ（ギン レイカ）

Lysimachia clethroides Duby オカ トラノオ

Lysimachia jaJうonicaThunb. var. subsessilis 
F. Maekawa コナスビ

Ebenaceae カキノキヰヰ

Diospyros kaki Thunb. カキノキ不

・・＋・・・＋ ＋＋ ＋十＋

・・・ ＋ ・・・・・ ＋ ・．

－＋ ・ ・十 ＋十 ・＋ ＋＋ ・＋＋

－＋ ・

Styracaceae エゴノキヰヰ

Pterostyrax hisPidus Sieb. et Zucc. オオノくア
サガラ

Styrax japonica Si巴b.et Zucc. エゴノキ

Oleaceae モクセイ干ヰ

Fraxinus lanuginosa Koidz. コノ〈ノトネリコ
（アオダモ〕

Fraxinus sieboldiana Bl. 7ルパアオダモ

－＋ ・十 ・ ・十

－＋・＋・・・＋・・＋ ＋ ・．

－＋ ・

－＋ ・

Ligustrum jaρonicum Thunb. ネズミ モチヰ

Ligustrum obtusifolius Sieb. et Zucc.イボタノキ l・＋－

Buddlejaceae フジウツギ科

－＋・・

－＋ ・

Buddleja jaJうanicaHems!. フジウツギ

Apocynaceae キョウチクトウ科

・－－－－－－－－－－＋ ＋＋＋＋＋ ・＋
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＼ ＼＼＼＼  

調査地区

出 現植物

TrachelosJうe円四umasiaticunz Nakai var. 
intermedium Nakai テイカカズラ

Asclepiadaceae ガガイモ科

－・・ ・＋ ．

－＋ ・Cynanehunτcaudatum Maxim. イケマ

Metaρlexis japonica Makino ガガイモ ・十 ・＋＋＋＋ ・＋・・ 十 ・・＋・

Tylophora aristolochioides Miq. オオカモメヅノレ l・

Tylophora nikoensis Matsum. コカモメヅノレ

Con vol vulaceae ヒノレガオ科

Calystegia hederacea Wall. コヒノレガオ

Calystegia jaρonica Choisy ヒノレガオ 十十 ・

Calystegia soldanella Roem. et Schult. ハマヒ ｜＋ ・－
Jレガオ
C:..':':cタtacanψestris Yu nckerアメリカネナシカ ｜＋＋ ・
λ フ I

I戸omoeanill Roth目 アサガオ巧

I戸omoeaρurpureaRoth. マノレノくアサガオ＊ ｜十・

Boraginaceae ムラサキ干ヰ

Bothriosρer閉山ntenellum Fisch. et Mey.ノ、ナ
イパナ

Cynoglossum asjうrrimumNakai オニノレ リソウ

・十 ．

－＋． 

－＋ ・

・・ ＋ ・・

－＋＋十 ・

－＋・＋・

－＋＋＋ ・・＋．

－＋・

Trigonotisρeduncularis Benth. キュウリグサ ｜・・ ＋＋ ・・・＋・・・・・＋ ＋＋－

Verbenaceae クマツヅラ科

Callicarpa jajうonicaThunb. ムラサキシキプ

Clerodendron trichotornurn Thunb. クサギ

Labiatae シソ科

Ajuga decuinbens Thunb. キランソウ

Clinopodiurn chinense 0. Kuntze var. 
parviゲlorurnHaraクノレマバナ

ClinoPodiurn gracile 0. Kuntze トウノ〈ナ

Elsholtzia citiata Hyland. ナギナタコウジュ

Glechoma hederacea L. subsp. grandis Hara 
カキドオシ
Lamiurn album L. var. barbaturn Fr. et Sav. 
オ ドリ コソ ウ
Leucosceptrum japonicum Kitam.巴tMurata 
テンニンソウ

Mos/a dianthera Maxim. ヒメジソ

Perilla frutescens Britt. var. crispa Decne 
form viridis Makino. シソキ
Perilla frutescens Britt. var. ja戸onicaHara 
エコマド

－・・・ ＋ ・・・ ＋ ・・ ＋＋

・＋・ 十＋＋＋・・・＋＋・

－＋ ・＋・・・・

－＋ ・ ・・・＋・十・

・・・・・ ＋ ・・ ＋

－＋＋ ＋＋＋＋ ・＋

－＋ ・ ・・・・ ＋

－＋ ・

・＋ ・＋・

・・・・・＋・

－＋＋ ・ ・・・・＋

－＋十・＋・
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 1011 1213 1415 16111118 19 

馬平倉戸上座昭高上城飽中才幣j毎平日 石ホL

＼ ＼＼  

入太 沢 架橋依太1橋円'" 田大山ダ子津JI['百 山底
山向小

J可奈 橋 橋ム 橋｜橋 橋橋竺

口田見上恕日上上上島下下上上 下橋上下流掛

Salvia ja1うonicaThunb. アキノタムラソウ ．．．．．．．．．．・・・・・・＋・・

Salvia Plebeia R. Br. ミゾコウジ ュ ・・・・・・＋・・・．．．．．．．．．

Solanaceae ナス科

Lychium chinense Mill. クコ汚 ＋＋．．．．．．．．－・・・・＋・・・

Physalis alkekengi L. var. f•γanchetii Hort. －・・・・・・・・・・・・・・ ＋＋・・
ホウズキ＊
Solanum m官ericanumMill. アメリカイヌホ ウ ・十・・＋・・・・・・・・＋・・・
スキネ

Solanum c,αrolinense L. ワノレナスビ功 ・－－－－－－－－－・・＋・・・・・

Solanum japonense Nakai ヤマホロシ ．．．．．．．．．．・・・・＋・・・・

Solanum lyratum Thunb. ヒヨドリジ ョウゴ －・・・・・・・・・・・・＋・＋・・

Scrophulariaceae ゴマノハグサ科

Cymbararia m附’a/isGaertn., Mey. et Schreb. ．．．．．．．．．．－・・・・・＋・
ツタカ ラクサャ

Lindernia iうrocumbensPhilcox アゼナ ・・・・・＋・・・・－・・・・・・・・

Mazus japonicus 0. Kuntze トキワハゼ －・・＋・・＋・・・・・・・＋＋・・
Mimulus nepalensis Benth. var. jajうonicaMiq. ・－－－－－－－－－－・・・・・・・ 十
ミゾホウズキ

Paulounia tomentosa Stewd キリホ －・・・・・・・・＋・－・・・・＋・

Phtheirospe門 刊umjaponicum Kanitzコシオガマ ・－－－－－－－－－－・・・・十・

Vandellia crustaceαBen th. ウリクサ ・・・・・・ 十・・・－・・・・・・

Veronica arvensis L. タチイ ヌノアグリ喝 －＋・・・・＋・・・．．．．．．．．．

Veronica peregrina L. ムシクサ ・・＋・・・・・・・．．．．．．．．

Veronicaρersica Poir. オオイヌ ノフグリi －＋・＋・＋・ ＋・十＋・．．．．．．

Veronica undulata Wall. カワジサ －＋・＋・十・・・・．．．．．．．

Acanthaceae キツネノ マコ’科

]usticaρrocu1叩bensL. var. leucantha Honda 
・・・・・・十・・・・－－－－－－－

キツネノマコ

Bignoniaceae ノウゼンカズラ平ヰ

Catalpa ovata G. Don. キササゲ4 ・・・・・・・・・＋・．．．．．．．．

Plantaginaceae オオハコ科

Plantago asiatica L. オオノtコ －＋＋＋・ ＋・・・・ ＋・十＋・＋＋＋＋

Plantago lanceolata L. へラオオハコ＊ ・・・＋・十＋・・・・－－－－－－－－

Plantago japonica Fr.巴tSav. トウオオハコ ＋－－－－－－－－－．．．．．．．．． 

Rubiaceae アカネ干ヰ

Diodia teres Walt. オオフタパムグラホ ・・＋・＋・・・・＋・－・・・・・
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10111 1213 1415 16117 1819 

調査地区
馬平倉戸上座昭高上城胞中才幣海平 日石キL
入太 沢

界j蓄橋平日回大
山 津 － 山向

出現植物 河奈 橋 ダ子橋川橋戸 山底橋橋
屋

橋 L 上
口l王l見上郷上上 七烏下下上上下橋上下流掛

GaliumゆuγiumL. var. echi抗0ゆeγmo叫 －＋・＋・・・＋＋＋＋・．．．．．．．
Hay巴k. ヤエムグラ

Galiu1刊 trachyspermumA. Gray ヨツパムグラ －・・・・・・・・・＋・－ ＋・・・・・
Paederia scandens Merr. var. mairei Hara ＋ト十＋＋＋＋＋＋＋・＋・ ＋・＋＋＋＋
ヘクソカズラ

Rubia akane Nakai アカネ －＋・ 十・＋・・・ ＋・＋・・・・ 十・・

Caprifoliaceae スイカズラ苧｜

Abelia SJうathulataSieb. et Zucc. ツクハネウツ
・－－－－－－－－－・・・・・・・＋・ギ

Lonicera japonica Thunb. スイカスラ ＋＋・・ 十＋ ・＋＋＋ ・．．．．．．．．

Sambucus sieboldiana Bl. ニワトコ ．．．．．．．．．．・・ ＋・十

Weigela decora Nak司i ニシキウツギ ・・・・・・・ ＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Valerianaceae オミナエシ干ヰ

Patrinia villosa Juss. オトコエシ ．．．．．．．．．．・・・・・＋・＋

Cu cur bi taceae ウリ科

Actinostemma lobatum Maxim. ゴキズノレ ・十十・・・・・・・－・・・・・・・・

Citrullus battich Forsk. スイカ巧 －・・・・＋十・・・．．．．．．．．．
Gymnostemma JうentaphyllumMakino アマチ

－・・・・・・・・・・・・・・・・＋・ヤスノレ

Melothria jaJうonicaMaxim. ススメウリ －＋・・・・・・・・．．．．．．．．．

Sicyos angulatus L. アレチウリ！ －・ 寸十・＋＋・・・．．．．．．．．．

Trichosanthes cucumeroides Maxim.カラスウリ －＋・・・ ＋・・・ ・．．．．．．．．．

Campanulaceae キキョウ科

Cam1うanulaρunctataLam. ホタノレフクロ －・・・・・・・・・－＋・・・・＋＋・
Campanulaρunctata Lam. var. hondoensis 

・・・・・・・・・＋＋・・＋・＋＋・＋Ohwi ヤマホタノレブクロ

CodonoJうsislanceolata Trautv. ツノレニンジン ．． ．．．．．．．．・・・・・・・＋・

Compositae キク平ヰ

A制bγosiaαγtemisiaefoγiaL. var. elatioγD巴SC. ・・＋＋＋＋＋＋＋＋・ ＋＋＋＋＋・－・
ブタクサネ

Ambrosia IうsilostachyaDC. ブタクサモドキヰ ・・・・・＋・・・・．．．．．．．．．

Ambrosia trifida L.クワモ ドキ（オオブタクサ〉＊ 十十 ・＋＋＋十＋ ＋・・ ＋＋＋＋＋ ・・・
AnaJうhahsmar’garitacea Benth. et Hook.五l

・・・・・・・・・ ＋・＋・・・ 十・＋・
var. ~h~1rsstior Nakai ヤマハハコ
A向。1う marg~＇；／tcea Benth. et Hook.五l ・・・・＋・・＋十・＋＋・．．．var. yedoensis カワラノ、ノ、コ

Ana）りhalissinica Hane巴ヤハズノ、ハコ ．．．．．．．．．．・・・ ＋・＋＋

Artemisia caρillaris Thunb. カワラヨモギ －・十十＋ ・十・・ 十・・－－－－

Artemisia japonica Thunb. オトコヨモギ ・・＋十・＋・＋・・＋十＋十・．
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Artemisia princeρs Pam pan. ヨモギ

Aster ageratoides Turcz. var. angustifolius 
Ki tarn. ホソパコンギク
Aster ageratoides Turcz. var. ovatus Nakai 
／コンギク

Aster kantoensis Kitam. カワラノギク

Aster leiophyllus Fr. et Sav. var. harai Hara. 
サガミギク

十十＋＋＋＋＋＋＋ ＋＋十十＋＋＋＋ ＋＋

．・・・・・・・・・＋・・・・・ ＋＋

－＋ ・・・・＋＋・ ＋・ －＋ ＋＋＋ ・・ ＋

．．・十＋＋＋・・・＋・・・・＋・

・・・・・・・・・ ＋ ・．．．．．．

Asteγsubu/atus乱1ichx. ホウキギク＊ ｜＋ ・＋＋ ・＋＋・・・・・・・・・－－

Aster sp. ヒロハホウキギク本 い ・＋ ・・・・・・＋・・＋ ＋＋＋ ・

Bidens froηdosa L. アメリカセンダングサ唱 ｜・＋ ＋＋＋ ＋＋・・・・ 十十＋十 ＋＋・＋

Bidens Pilosa L. コセンダングサ＊ ｜・・ ＋ ・＋＋＋＋ ＋＋ ・＋＋＋＋＋＋・・

Bidens pilosa L. var. minor Sherff. 
ンダングサ＊

Bidens tripartita L. タウコギ

Carpesium abrotanoides L. ヤプタノ〈コ

シロノセ ・・・・・ ＋＋＋ ・・．．．．．．．．．

－＋・・・・・・・・．．．．．．．．

・－－－－－－－－－－・＋ ＋＋ ・・

Centi Ped，αminima A. Braun et Aschers. トキ ｜・・・・・＋・・・・・・・
ンソウ
Chrysanthemum boreale Makino アワコガネギ

．－ ・・・・・・ 十 ・・・．
ク〔キクタニギク〕
Chrysanthemum makinoi Matsum.巴tNakai 

・・・ 十 ・・・・・＋ ＋ ・リュウノウギク
Cirsi即時間ψρonicumMakino var. inconψt即時

－・・・・・・・・・・・ ・＋ ・＋・ ・Ki tarn. タイ アザミ

Cirsium 1うendulumFisch. タカアザミ

Cirsiu1刊 PuriりuratumMatum. フジアザミ

Eclipta iうrostrataL. タカサプロウ

・・ ＋ ・・＋・ ＋ ・・．．．．．．．．

．．．．．．．．．．－・ ＋ ・＋・・ ＋

－＋＋・ ・＋ ＋ ・・・－・・・

Erechtiteηs hieracifolia Ra古n.ダンドボロギク什・＋・・・＋・

・・ ＋＋＋＋十＋＋・＋＋＋十＋ ・＋ ＋＋Erigeron anηuuss Pers. ヒメジョオン＊

Erigeron bonariensis L. アレチノギクホ

Erigeron canadensis L. ヒメムカシヨモギ持

Erigeron floribundus Sch.-Bip. オオアレチノ
ギクネ

Erigeron 1りhiladelphicusL. ハノレジオン＊

－＋ ・・・・・・・・－・・・・・・・・

＋十＋＋＋＋十＋＋＋＋＋＋ 十十十＋＋＋

・＋ ＋＋＋十＋＋＋ ・・・＋＋ ＋ ・＋・・

＋ ・＋ ・・＋・ 十 ・＋＋・・＋＋＋＋＋

Erigeron strigosus Muhl. へラノく ヒメ ジョ オン什 ・・・・・・・・＋・・．．．．．．．

Eupatoriu1叩 chineuseL. var. smρlicifolium 
Kittam. ヒヨドリ パナ

Galinsoga ciliata Blak巴 ノ、キダメギク可

Gnaphalizon aがneD. Don. ハハコグサ

－・・・・・・・・・＋・・十・・・

・・・・・ ＋ ・・・・－・ 十＋・＋・・

・＋・＋・＋＋＋ ＋＋＋ ・＋・・＋ ＋＋

Helianthus annuus L. ヒマワリ＊

Gn11ρhalium PuゆureumL. チチコグサモドキ勺 ・．．．．．．．．．．・・・・・ ＋ ・・

－＋ 
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 1415 16117 1819 

調査地区
馬平居J侠ヘ、 戸上座 昭高上城自包中才幣海平日 石札
入太 沢

架依橋
和田 山 津一 山向

出現植物 河事 橋 橋1喬
大ダ子橋川橋戸 山底橋橋

屋
iλ 上

口回見上郷上上上島下下上上下橋上下流掛

HemisteptaかrataBunge. キツネアザミ ・・・＋・・・・・・．．．．．．．．．

Hゆochoeγisradicata L‘ ブタナキ ・・・＋・・十・・・・・・＋・・・・・

I xeris dentata Nakai ニガナ ．．．．．．．．．．・・・・・・・＋・

Ixeris sp. サガミニガナ －・・・・・・・・＋・－＋・・・＋・

I xeris stolonifera A. Gray ジシノtリ －・・・・・・・・＋・＋＋十十＋＋＋

I xeris tamaga卸aensisKitam. カワラニガナ ・・・・＋＋十＋＋・十＋・－＋・・・

Kalimeris pinnatifida Kitam. ユウガギク ．．．．．．．．．．・・・・・＋・・・

Kalimeris yomena Kitam. ヨメナ ・・・・・＋・・・・．．．．．．．．．

Lactuca imdica L. アキノノゲシ ＋＋＋＋・＋＋＋＋・・＋・＋＋＋＋・

Lapsana humilis Makino ヤブタビラコ ・・＋・・＋・・・・・・＋・・・・・

Petasites japonic附 Maxim. フキ －・・・・・・・・・・・・・十＋・・・

Picris jaρonica Thunb. コウゾリナ ・・・＋・・＋・・・－＋＋＋＋＋＋・

Sencio vulgaris L. ノボロギクキ ・十・・・十＋・・＋十＋＋＋＋・＋・．

Siegesbeckia pubescens Makino メナモミ ．．．．．．．．．．－＋＋・

Solidago virga aurea L. var.。siaticaNakai 
・十・・・・・・＋

アキノキ リンソウ

Sonchus asper Hill オニノゲシ＊ －＋・＋・＋・・・・＋・＋＋＋＋＋・．

Sonchus oleraceus L. ノゲシ ＋＋・＋・＋＋＋＋＋＋・＋＋＋・＋・・

Taraxacum officinale Webb.セイヨウタンポポ＊ －＋・＋・・＋・・・＋・＋＋十・＋・．

Taraxacum lうlatycarpumDahlst. カントウタン ．．．．．．．．．．・・・・・＋・・・
ポポ

Xanthium canadense Mill. オオオナモミ＊ 十十＋＋＋十＋・・・－＋＋十・・＋・・

Yougia denticulata Kitam. ヤクシソウ ・・・・・・・・・・＋十＋十＋＋＋・．

Youngia ja1りonicaDC. オニタビラコ 十・・・・・＋＋・・－＋・＋・＋

MONOCOTYLEDONEAE 単子葉植物

Typhaceae ガマ干ヰ

Typha angustifolia L. ヒメガマ 十＋・・＋・・・・・－＋＋＋

Potamogetonaceae ヒノレムシロ科

Potamogeton crispus L. エビモ ・・・・＋＋・・・・＋＋・・十・・・

Potamogeton cristatus Regel et Maack コパ ．．．．．．．．．．・・＋・・・・・・
ノヒノレムシロ

Potamogeton distinctus B巴nn. ヒノレムシロ ・十・・・・・・・・・・・・・・・ s

Potamogeton malaianus Miq. ササバモ ・・十・・・・・・・．．．．．．．，．
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前査 地 区
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出現植物

Potomogeton oxyρhllus Miq. ヤナギモ －＋・ ・＋ ・ －＋・

Potai四ogetonpectitaius L. リュウノヒゲモ ｜＋－ 

Alimsa taceae オモダカ干ヰ

Alisma canaliculatum A. Br.巴tBouche へラノ｜＋・
オモダカ

Hydrochari taceae トチカガミ科

Elodea densa Casp目 オオカナダモ時

Elodea nuttallii St. John コカナダモx

・十 ・・ ＋ ・

・十 ・・ ＋＋・ －＋＋ ・

正司ydrillaverticillata Pres! クロモ

Gramineae イネ科

AgroJう•yron ciliare Franch. var. minus Ohwi 
アオカモジグサ
Agropyron tsukushiense Ohwi var. transzens 
Ohwi カモジグサ

・・ ＋ －＋ ・

－＋・ ＋＋＋ ・＋ ・・．．．．

十・・＋・十＋＋＋ ・－＋＋＋＋＋ 十十 ・

Agrostis alba L. コヌカグサ ・・・ ＋＋＋・ ＋＋・

Agrostis clauata Trin. subsp. matsumurae 
Tateoka ヌカボ

Agrostis stolonifera L. ハイコヌカグサi

A!opecurus aequalis Sobol. var. amurensis 
Ohwi スズメノテッポウ

Andropogon virginicus L. メリケンカノレカヤお

・＋ ・・ ＋ ・・＋ ＋・ ・＋＋・ ＋＋ ・

・・・・ ＋ ・＋＋十＋ ・

－＋ ・ －＋・＋ ・十 ・・・ ・－・

・・・ ＋ ・・・・・・． ．

Arthraxo河 hispidusMakino コブナグサ ・・ ・＋・ ・・＋＋＋＋ ・

・＋ ・＋＋ ・＋＋ ＋ ・・ ・＋ ・・

・・・ ・・＋ ＋＋＋・・ ・・ ＋ ・

Arundinella hirta C. Tanaka. トダシノ4

Avena f註tuaL. カラスムギ＊

Beckmannia syzigachne Fern. subsp. baicalensis 1 
｜・＋・＋・ ＋T. Koyama et Kawano カズノコグサ I 

BrachyJりodiumsylvaticum Beauv.ヤマカモジグ l・・．．．．．．．．
サ

Brun叫 scatharticus Vahl イヌムギk ｜・十 ・十＋十 十＋・・

－＋十 ・

－＋ ・十・

Brumus japonicus Thunb. スズメノチャヒキ ｜十＋・＋ ・＋ ＋＋ ・＋・ ＋ ・

Brum us 1う＇auciflorusHack. キツネガヤ －＋． －＋ ・・・＋

Calamagrostis epigeios Roth ヤマアワ

Calainagrostis hakonensis Fr. et Sav.ヒメノ jji・
リヤス
CalamagrostisρseudoPhragmites Ko巴I. ホッス
ガヤ

Coix lachryma-jobi L. ジュズダマぺ

Cymbopogon tortilis Hitchc. var. goerzngu 
Hanb. Mazz. オガノレガヤ

Cynodon dactylon L. ギョウギシノ〈

・・＋ ・

・・＋・ ・＋＋

・・＋ ＋ ・

－＋＋ ・＋十 ＋ ． －＋・

・・・・＋ ・

十 ・・ ・・十 ・＋ ・ －＋ ・

Dactylis glomerata L. カモガヤ＊ ・十＋ ・・十 ・・＋ ・
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調査 地区
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出 現 植 物

Digitalia adscendeus Henr. メヒシノく

Digltalia violascens Link アキメヒシノ〈

Echinochloa crus-galli Beauv. イヌピエ

Echinochloa crus-galli Beauv. var. caudata 
Kitagawa ケイヌピエ
Echi河ochloacrus-galli Beauv. var. oryzicola 
Ohwi タイヌビエ斗

Eleusline indica Gaertn. オヒシパ

Elymus mollis Trin. ハマニンニクq
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＋＋ 十・ 十＋＋＋＋ ・・＋＋十＋＋ ＋ ・

－＋＋＋・・・ ・＋・・・＋ 十 ・

十 ・＋十 ・＋＋・

＋＋ 十 ・・・＋・

・・・・・十

＋＋＋ ・＋ ・・・

十 ・・

Eragrostis ferruginea Beauv. カゼクサ

Eragrostis cur ula Nees シナダレスズメガγ什・・・・ ・＋＋＋＋ ・・ ＋ ・十 ・・＋・

－＋＋＋＋・＋ ＋＋ ・

Er’agrostis multisJうculaKitagawa オオニワホ l・・
コリ

Eriochloaιillosa Kunth ナノレコピエ

Festuca arundinacea Schreb.オニウシ ノケグガ l・・

Festuca elatior L. ヒロハワシノケグサォ

Festuca myuros L. ナギナタガヤ時

Festuca iうarviglumaSteud. トポシガラ

G!yceria ischyroneuγa Steud. ドジョウツナギ

－＋ ・・

十 ・ －＋・・・

・十＋＋・・＋＋＋・・ 十 ・

－・・ ＋ ・

十 ・・ 十・ ・＋十＋ ・・ 十十十＋・＋・

・十 ・・＋・ ＋＋ ＋＋十・十・ ＋十・

－＋・ ・・・十・・・・・・

Hakonechloa macra Makino ウラハグサ ｜・・・・・・・・・・十・・・・・・＋－

Hemarth打。 sibiricaOhwi ウシノシッペイ ｜・・・・・＋・・・・・ ＋ ・・ ＋＋＋ ・

Jmperata明 indr印 Bea山 var.k 
巴tSchinz. チガヤ I 

Ischaemum antheρhoroides Miq. ケカモノノ、シ ｜＋・

Fengia hackelii Paker チョウセンガリ ヤス ｜・・・・ ・・ ・・・・ ＋ ・

Lolium multi/forum Lam. ネズミムギ4 ｜・・・・・ ＋ ＋＋＋＋ ・＋＋＋十＋＋・

Loliumρerenne L. ホソムギ斗

Loliu1刊 temulent附叩 L. ドクムギ＊

Microstegi附刊 japonicu1nKoidz. ササガヤ

Microstegium vimineum A. Gamus. ヒメアシ
ポソ
Microstegium vimineum A. Gamus. var. 
ρoかstachyumOhwi アシボソ

Miscanthus saccaliflorus Benth. オギ

Miscanthus sinensis And巴rs.ススキ

Op!ismenus undulatifolius Roem. et Schul1 チ
ジミザサ

Panicum bisulcatum Thunb. ヌカキビ

ト・ －＋ ＋ ・ ・十 ・・・・ ＋

－＋ ・

・十・＋＋

－＋ ＋ ・ －＋・

－＋ ・・ －＋・・

・十一トト ・十十 ・十・

十＋＋十十＋＋十＋ ＋＋十十十十＋ ＋＋＋

＋ ・・ ＋＋・・十・ ＋ ・・ ・＋＋＋＋

・十＋ ・＋ ・・・・・．．．．．．．．



120 高橋 ．誕i＇§＇束 植物による相模川流域の環境評価

Pa問icumdichotomiflorum Michx.オオクサキビ ｜・＋＋・・・＋－

PasPr:lum notatum Fliigge アメリカスズメノ｜ ・＋ ・・・
ヒエ本 ｜ 

Paspalum thunbergii Kunth スズメノヒエ ｜・・・ ＋ ・

Pennisetum aloPeculoides Spreng. チカランノく｜＋＋ ＋ ・・

Phalalis arundinacea L. クサヨシ ｜・・・＋ ＋＋＋＋＋・・・＋＋・・

Phleum Pratense L. オオアワガエリ i ｜・・・・・・・＋＋＋十＋＋＋＋・

Phragmites communis Trin. ヨシ ｜＋＋＋＋ ・＋・＋ 十 ・・・・・・・

Phragmites jaρonica Steud. ツノレヨシ ｜・・ 十 ・＋＋＋＋＋ ＋＋＋＋十＋＋・・ ＋

Pleioblastis chino Makino アズマネザサ ｜・＋・＋ ・・・・・ ・＋・・・・

Pleioblastis simonii Nakai メダケ ・・・・・・・・・＋・．．．．．

Poa annua L スズメノカタピラ ・十＋＋ ・＋＋＋・・ ・・＋ ＋＋＋＋・

Poa lうratensisL. ナガハグサド ＋ ・・ 十・ －＋・ ＋・ ・・

Poa s1りhondyloidesTrin. イチゴツナギ 寸 ・＋ 十 ・・ ＋＋＋ ・－＋十 ＋＋＋＋ ・

Poa viridulαPalib. アオイチゴツナギ ｜・・・・・・・・・・＋・

Polypogon fugax Steud. ヒエガエリ ｜・・・・・＋＋・・・・ ・・＋・ ＋ ・

Setaηa fαberi Herrm. アキノエノコログサ ｜・＋＋＋ ・＋ ＋＋ ・・・・・ ＋ ・・ ＋ ・

Setaria glauca Beauv. キンエノコロ

Setaiia glauca Beauv. var. paride-fusca 
T. Koyama. コップキンエノコロ

Seta円G Z河内＇disBeauv. エノコログサ

Sρorobolus indicus R. Br. ネズミノオ

Themed2 japonica C. Tanaka メガノレカヤ

Trisetum bifidum Ohwi カニツリ グサ

Zizania latijolia Turcz. マコモ

Zoysia jaρonica Steud. シノく

Cyperaceae カヤツ リグサ科

Bulbostylis barbata Kunth ノ、タガヤ

Carex breviculmis R. Br. アオスゲ

Ca1ex brιiculmis R. Br. var. fib円＇llosa
Kiikenth. ハマアオスゲ

Carex cliuorum Ohwi ヤマオオイ トスゲ

Carex conica Boott ヒメカンスゲ

Carex curvicollis Fr. et Sav. ブノレコスゲ

－＋ ・＋＋ ＋・＋・

＋ ・＋・・・ ・・ －・＋・・・

－＋＋＋・＋ ＋ ・・ ＋ ・＋・＋＋ ＋＋ ・

＋・・－＋・・・・・・・・．

・・ ＋・

＋・・＋・・＋・ ＋＋＋・ －・

－＋・・・・・・・・

＋ ・・ ＋＋＋＋ ・＋ ・－＋・ ＋ ・・＋・

－＋・・・・

－＋ ・・＋・＋ 十＋・ －＋・

十 ・

－＋・

・十・ ・・・ ＋ ・

・十・ ・十 ・十＋
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Ca陀xdimor戸holePisSteud. アゼナノレコスケ’ ｜・・・・・ ・＋ ・

Carex geantha Ohwi ハガクレスゲ

Carex gibba Wahlenb. 7 スクサ

Ca陀xischnostachya Steud目 ジュズスゲ

Cai’ex ja戸onicαThunb. ヒゴクサ

Carex kiotensis Fr. et Sav. テキリスゲ

Carex koboinugi Ohwi コウボウムギ

Carex lりumilaThunb. コウボウシパ

Carex satsumensis Fr. et Sav. アブラシノ〈

Cyρerus brevifolius Hassk. var. leio!Pis 
T. Koyama. ヒメ クグ

Cyperus eragrostis Lam. メリケンガヤ ツリ斗

Cyρerus glomeratus L. ヌマガヤツリ

Cyperus iriαL コゴメ ガヤツリ

Cyperus microiria Steud. カヤツリグサ

．．．．．．．．．．・・・・・・・＋・

－＋＋・・ ・．。．． ．．．

－＋・・・・・ ・・・・－

・・・・・ ・・・ ＋ ・－・ 十＋＋＋・

・・・ ・・＋・＋＋＋＋＋＋ ・

十 ・・・・・・・・・・－－－－－－－

十・ ・・ ・・・・・・－・・・・・ ・

＋・ ・・・ ・＋ ・＋＋＋＋＋・＋

・・＋ ・・・・・ ・・・－－－ －－－－－

・・＋＋・＋＋・ ・・－ ＋ ．。．．．．．

・・・・ ・十・＋ ・・－・・・・・・・・

・・ ＋ ・・・・・・・．．．．．

・十十・＋ ＋＋ ・・・・・・・・ 十 ・・

Cyρerus rotundus L. ノ、マスゲ

Cy；うerusorthostachyos F1. et Sav. ウシクク’ ｜・・ ＋ ・・ ＋＋ ・・・・・・・・・・・

十 ・・・・ ＋ ・・・ ・．．．．．．．．

Cyperus sanguinolentus Vahl カワラスガナ ｜・・＋・・・・・・・・・・・・・・・・

Cyperus serotinus Rottb. ミズガヤツリ

Eleocharis acicula円SRoem. et Schult. var. 
longiseta Svenson マツノくイ

Scirpus t円queterL. サンカクイ

－＋ ・・・ ＋ ・・・・．．．．．．．．．

－＋・・・ ・・・・・ ．．．． ．．．

－＋＋＋・＋・ ・・・ー－－ －－－－－ －

Lemnaceae ウキ クサ不｜

Lei削 iapaucicostata Hegelm. アオウキクサ ｜・・・・・＋ ＋ ・・・ ・・十 －

Spirodela戸olyrhizaSchleid. ウキクサ ｜＋ ・・・・ ＋＋ ・

Commelinaceae ツユクサ科

Commelina communis L. ツユクサ ＋＋ ＋＋十＋＋＋＋＋＋＋＋十＋＋＋＋＋

Pon tederiaceae lズアオイ科

Eichhornia crasszρes Solms ホテイアオイ功 ｜＋・

Juncaceae イグサ平｜

]undus effusus L. var decipiens Buchen. イ ｜・・ ＋・・＋・・・・ ・・十＋＋－

ju叩cusleschenaultii Gay. コウガイセeキシ ョウ ｜・・・ ＋ ・

]uncus tenuis Willd. クサイ ＋＋ ・・・・・ ・・・・・＋ ＋・ ・・
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Luzula caがtataMiq. スズメノヤリ

Luzulaρlumosa E. Meyer var. inacrocarρa 
Ohwi ヌカボシソウ

十・ －＋ ・

－＋ ・

Liliaceae ユリ科

Heloniopsis orientalis C. Tanaka var. flavida 
Ohwi. シロパナシ ョウジョ ウノくカマ
Hemerocallis fulva L. var. kwanso Regel ヤ
ブカンゾウ
He押zerocallisfulva L. var. longituba Maxim. 
ノカンゾウ

Hosta longψes Matsum. イワギボウシ

－＋・

・十十 ・ －＋ ・

－＋・

・＋・・・＋ －＋・

LirioJうeminor Makino ヒメヤプラン

Smilax china L. サノレ トリイハラ

十・

・十・

Tricyrtis hirta Hook. ホトトギス

Yucca recurvifolia Salish. キミ ガヨランネ

Amaryllidaceae ヒガンハナ科

Lycoris radiata Herb. ヒガンバナ

Dioscoreaceae ヤマノイモ科

－＋ ・

＋ － 

→‘ ．．．．．．．．． 

Dioscorea bulbifera L. ニガガシュウ ｜十＋・

Dioscorea japonica Thunb. ヤマノイ モ

Dioscorea tenuiJうesFr. et Sav. ヒメ ドコロ

Dioscorae tokoro Makino. オニドコ ロ（ トコロ〕 l・

Iridaceae アヤメ科

－＋ ・ －＋・

・十 ・

・十・ ＋ ・十＋

Cγocosmia cγocosmaeflora N. E. Bτ． 
ウギズイセンキ

ヒメヒオ ． 
・－－－－－－－－－・・・ ＋十 ・
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写真1 サツキの自生地（石小屋土流〕
Locality of Rhododendron indicuin at the Tsukui Rive1 

写真2 サツキ（石小屋上流〉．

Rhododendron indicu1四
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写真3 カワラノギクの花〔昭和橋上〉． 写真4 カワラノギクの果実（昭和橋上〕．
Asteγka抗toe：叫sis. Asteγka冗toe：乱sis.

写真5 カワラノギクのロゼッ卜葉 写真6 カワラノギクのロゼット葉．
Asteγkaηtoe抗sis. A st er kantoensis. 
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写真 7 サガミニガナ（胞子下〉．
Jxeγis sp. 
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写真9 メリケンガヤツ リ（座架依橋上）．
Cyperus eragrostis. 

写真8 サガ ミニガナ〔石小屋上流〕．
I xeris sp. 

写真10 リュウノヒゲモ（馬入川河口〉．

Potainogetonρectinatus. 
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写真11 塩沼植生に似たコ ウボウシハの群落
Ca1ex戸χmila-community. 

写真12 コウボウシパ 写真13 アオイ チゴツナギ
Caγex合uinila Poa viridula, 


